
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前号のひとみ＋から多くの感想や意見が届きました。 

感想の中には「こんなことがあったなんて！知らなった。」というものもあり、まだ多くの教職員がこの問題を

知らないことが分かりました。少しでも多くの教職員が知り、この問題について考えていきたいと思います。 

寄せられた感想には不安・反対の意見が多くみられる中、肯定する意見もありました。 

「プールを民間施設で」という全国的な流れは広島県内でも確かにあります（裏面新聞記事参照）。学校の授

業による水泳指導は、スイミングスクールの指導とは同列ではなく、子どもたちの集団を含めた成長・発達を育

むものです。確かに外部施設だと天候に左右されないなど利点もあると思いますが、今回の「小中学校のプー

ルの今後の方向性」のような大きな変化について、多くの教職員が知らないところで進められているとこ

ろに大きな問題があります。現場の教職員としっかり時間をかける必要があるのではないでしょうか？ 

 

 

 
 

 

 

 

 

【肯定】 

○ 専門の知識のある方に指導していただけるのなら、子どもたちにとってはメリットであるように感じま

す。（自分の指導に自信がないので)  

○ 1 番は、こどもたちが、楽しく学習できる機会を作ってあげたいです。水泳授業の、管理面や、機械操作

や、指導力不足などを踏まえて考えたときには、施設での水泳学習が理想だなと思っていました。 

○ 施設のプールを使えば、天気も左右されず、指導者や、管理者などの心配もない、機械操作の負担も

ないなど、プラスのことが多いと思っています。 
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【反対】 

○ 市教委は、一体誰のためなのか、誰の味方なんかと、思ってしまいます。日々のプール指導だっ

て、人手がなくててんやわんやです。それをもしも他所に行けとかになったら、もはや特別支援学

級の子達は、どうにもならなくなっちゃうよね〜 

○ バスの移動時間中に勉強は難しいと考えます。ただでさえバス酔いする児童に対して、どう勉

強できるというのか教えて頂きたい。 

○ こどもたちに、実際にプールの中での活動時間を保証してやりたい。支援学級のこどもや低学年

のこどもたちにとって、慣れた場所で安心して学習に取り組むことで、水への怖さが楽しみにかわ

り、泳げるようになる喜びにつながると思います。バス会社への手配、外部施設や他校との連絡、

調整など、教員の仕事が莫大増えるのは、明らかです。全てを現場に丸投げしないでもらいたい

です。 

○ 施設との打ち合わせの電話対応の時間を確

保するのが難しいです。現在、勤務時間内に欠

席者への電話連絡をするのにも苦労すること

があります。日程や時間など、施設との利用交

渉は負担が大きいと思われます。 

 

 

【不安】 

○ 指導者や担任を除いて、監視員をおこうとして

も、人員が足りず、水泳指導が実施できないこ

とがあった。指導員の方や専科の授業の裏の教

員が、入っているが、その時間に行えるはずだ

った業務が放課後の時間外に流れているという

不満のお声をよく聞く。→受け入れ校に、人員

を派遣するのはかなり負担が大きそうです。別

途、人員配置があるのなら可能そうです。 



 

 


